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　そのような経緯で、2016年４月からは念願叶って故郷新見市の渡辺病院で常勤として勤
務しています。現在は地域で最も必要とされている総合診療に日々奮闘しています。救急
では断ると後がないので、あらゆる疾患の初期対応を行い、必要に応じて高次医療機関へ
搬送するのも大事な役目です。入院患者さんの主治医もしていますが、高齢者が多いため
医学以外の問題も多々あり、多職種と協力しながら退院支援をすることにやりがいを感じ
ます。そして、終末期医療も課題で、「住み慣れた新見で最期まで過ごしたい」という声
にできる限り応えたいと思っています。毎日新しい課題が出てきて改めて勉強することも
たくさんあり、研修医に戻った気分で新鮮です。総合医としてはまだまだ未熟ですが、忙
しいながらも楽しんでいます。
　自分の専門分野も地域で活かせています。渡辺病院での乳腺外来のみならず、新見市の
乳がん検診の啓発活動にも関わり、愛育委員に対する乳がん講話や市民公開講座も行って
います。
　また、PIONEの活動の一環として地域の医療従事者育成にも励んでいます。岡山大学に
全面的にご協力いただき、新見公立大学が中心となって、市内の医療従事者向けのシミュ
レーショントレーニングを行っています。また、岡山大学GIMセンター主催の教育や緩和
医療に関する講義を新見でライブ中継するサテライト授業も新見公立大学で行い、新見市
内の多くの医療従事者が受講しています。
　私の夫も新見出身の医師ですが、鳥取で勤務していたため結婚以来ずっと別居状態でし
た。４月からは哲西診療所に勤務することとなり、４月からようやく家族３人の生活が始
まりました。夫も地域医療に奮闘中ですが、その一方で家事や育児もしっかりこなしてく
れます。私たちは「その時にできる方がやる」というスタンスで、家事と育児は平等に２
人でやっています。とはいっても２人とも忙しく、私たちの両親には子供のことで協力し
てもらっています。平日は家族３人すれ違いの事が多いですが、休日はできるだけ３人一
緒に過ごし、それが一番の楽しみです。　
　新見でのチャレンジは始まったばかりです。地域で働く医師として、母として、地域の
方々に育てられながら成長していきたいと思っています。そして今までの地域医療の枠組
みに捕らわれない新たな挑戦をしていきたいと、夢を膨らませています。現在、家族３人、
新見ライフを満喫中です。

ふるさとまつりへの参加　筆者は前列右端
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他科の先生に
知って欲しい 眼科編⑧

糖尿病網膜症と糖尿病黄斑症
“おうはん症”をご存知ですか？

 岡山県医師会眼科部会　高　須　逸　平

　糖尿病は全身の微小血管の壁細胞を障害します。目に関しては、網
膜毛細血管を侵し、微小血管瘤の形成、網膜出血、血管透過性亢進を
生じます（単純型網膜症）。次いで網膜毛細血管床の閉塞をきたし、出
血や白斑が増加拡大し（前増殖型）、網膜や虹彩に血管新生が生じて、
硝子体出血や牽引性網膜剥離を起こします（増殖型）。内科的治療によ
り発症や進行の予防もしくは改善が期待できるのは単純型までで、前
増殖型以降は血糖コントロールの是非とは乖離して悪化する場合が多

いと考えられています。ですが、網膜レーザー光凝固装置の効率化や網膜硝子体手術器械
の低侵襲化などにより、重症例でも視機能を維持できる場合が多くなっていますので、他
科の先生方におかれましても、眼科受診の必要性を患者に啓発して頂きたいと思います。
　ところで、近年光干渉断層計（OCT）（注１）による診断精度の向上と、有効な治療法
の開発（抗VEGF薬硝子体注射）（注２）が相まって注目されているのが、糖尿病黄斑症（糖
尿病黄斑浮腫）です。単純型網膜症でも黄斑症を合併して黄斑部に出血や滲出液の貯留、
網膜浮腫が生じた場合には視機能障害を来します。そして、ある程度以上となると、もは
や良好な視力を取り戻すことは困難です。そこでOCTで早期発見し、抗VEGF薬で良好な
視力を保つというのが理想です。眼科紹介の際は、実際に紹介状を書いて下されば患者さ
んの重い腰もあがるものと思います。

注１；現代の眼科診断ツールとして欠かせないのがOCTです。OCTにより、サブクリニ
カルの時期から黄斑の微細な構造変化を観察することが可能で、数ミクロンの精度で浮腫
の程度を数値化することが可能となりました。造影剤は不要で、１回の撮像時間は数秒で
すので、患者の年齢を問わず、非常に簡便かつ無侵襲に経過観察ができるようになりまし
た。
注２；網膜症や黄斑症の病態に深く関与している物質として血管内皮増殖因子（VEGF）
がありますが、抗VEGF薬の硝子体注射は、眼内におけるVEGFのみをターゲットとして、
その発現を抑制するものです。数年前に糖尿病黄斑症に対して２剤が認可されましたが、
両者ともに従来のレーザー治療では難しかった黄斑症患者の視力を回復させることが可能
となっています１，２）。ただし、全身への影響（特に梗塞）が懸念されることや、薬剤費が
高額のため、いつまで注射を続けるべきか、治療は受けたいけれども費用が払えないとい
うことは問題です。
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図３　抗VEGF薬注射後
中心窩網膜下の浸出液は消失したが、網膜内に脂質の沈着
（↓）が増加している。

図１　正常黄斑部のOCT像

図２　糖尿病黄斑症の一例
黄斑の耳側（左側）がスポンジ状に腫れ、中心窩網膜下に
浸出液が貯留している。
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地域肝炎対策サポーター研修会の受講者募集について

　毎年肝がんによって全国で約３万人、岡山県で約600人の方が亡くなっており、
その約80％がＢ型またはＣ型ウイルス性肝炎からの発症であると言われています。
ただ肝臓は「沈黙の臓器」と呼ばれるように、肝炎になっても、なかなかSOSを
出さず「体がだるい」と気付く頃には、重症になってしまっています。早めに感
染に気付き、適切な治療を受けていただくことが大切です。
　このため岡山県では、市町村の保健師、医療機関の医療従事者、職域の健康管
理担当者等を対象として、肝炎ウイルス検査の受検勧奨や検査の結果陽性と判明
した方を肝炎専門医療機関へ受診勧奨するための知識と能力を習得した人材「地
域肝炎対策サポーター」を養成するための研修会を開催します。今年も引き続き
地域肝炎対策サポーターの対象となる方の出席について御配慮いただきますとと
もに、出席された方の地域肝炎対策サポーターへの就任について御協力をお願い
します。

記
日　　時　　平成28年11月１日（火）　14時〜 16時30分　（受付は13時30分から）
会　　場　　ピュアリティまきび　３階　橘
　　　　　　（住所：岡山市北区下石井2−6−41　TEL�086-232-0511）
対　象　者　　医療機関・健診機関に勤務する医療従事者、事業所の健康管理担当者他
内　　容　　１　「ぜひ知っておきたい−Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎の最新治療−」
� 岡山赤十字病院　肝臓内科部長　小橋　春彦�先生
　　　　　　２　「地域肝炎対策サポーターに期待する役割と
　　　　　　　　　　肝炎陽性者フォローアップ事業、医療費助成制度等」
� 岡山県保健福祉部健康推進課　主任　石原　光将�　　
　　　　　　３　「肝炎啓発活動の具体的な方法」
� 岡山大学病院　新医療研究開発センター　助教　難波志穂子�　　
主　　催　　�岡山県、岡山県医師会、岡山県肝炎対策協議会、岡山県肝疾患診療連携拠点病院

等連絡協議会
後　　援　　岡山県病院協会、岡山県薬剤師会、岡山県看護協会
申込方法　　FAX、電子メール、電子申請、郵送にてお願いします。
　　　　　　岡山県健康推進課ＨＰに募集案内、受講申込書を掲載しています。
　　　　　　　http://www.pref.okayama.jp/page/389282.html
　　　　　　参加費は無料です。
申込期限　　平成28年10月24日（月）
事　務　局　　岡山県保健福祉部健康推進課　感染症対策班　（担当：石原　光将）
　　　　　　〒700-8570　岡山市北区内山下二丁目４−6　（電話）086-226-7331
　　　　　　（FAX）086-225-7283　　（E-mail）kensui@pref.okayama.lg.jp

岡山県からのお知らせ
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